
出会いのチャンスを大切にし前向きに生活しよう

（入学式式辞）

校長 池 田 浩 二

新型コロナウイルスによる臨時休業という厳しい状況の中、体育館

で予定されていた入学式は急遽校庭での実施に変更されました。校庭

に椅子を並べ、防球ネットに紅白幕を張って式場を作り全員がマスク

を着用して参列しました。在校生は参加せず保護者の方も各家庭２名

までの参加という今までに経験したことのない入学式でしたが、私た

ちにできる最大限のことを目指し、心を込めて１０１名の新入生を迎

え入れました。入学式での式辞の一部を

紹介します。

（前半略）

私たちは今、「新型コロナウイルス」

という見えない敵と戦っています。そん

な中で、多くの方が「ピンチをチャンス

に変えていこう」とメッセージを発信

し、日本を元気づけてくれています。

まだまだ先の見えない現実の中、東京

オリンピックが２０２１年に延期されま

した。しかし、この２０２１年の大会を「人類が新型コロナウイルス

に打ち勝った証としてのオリンピック」にしようと、顔を上げもう１

年の努力を始めた多くのアスリートがいます。さらに素晴らしい大会

にしようと前向きに考え取り組む人たちがいます。まさに「ピンチを

チャンスに変えていこう」という動きが日本中に広がっている証だと

思います。

みなさんは、チャンスの神様は、前髪しかない、そして、その前髪

をつかまなければチャンスを生かすことはできないという話を聞いた

ことがありませんか。これは、ギリシャ神話に出てくるカイロスとい

う神様に由来しています。カイロスとはギリシャ語で「チャンス」と

いう意味で、この神様は前髪が長く、うしろ髪がない神様で、背中と

足には翼が生えて空を飛ぶことができる神様なのだそうです。美少年

の神様であるとか様々な説もあり、絵画や彫刻にもその姿が多く残さ

れています。私たちの祖先たちは、多くの経験の中からチャンスと出

会ったときには迷わず行動し捕まえなければならない。チャンスが過

ぎ去ってから、ああしておけば良かった、こうしておけば良かったと

思っても遅く、悔いが残るということを学んできました。そんな教訓

庁

学 校 だ よ り

芽 吹 き
教育目標

１ 自ら学び、考え、実践できる人になろう （賢く）

２ 思いやりのある、心豊かな人になろう （優しく）

３ 心身ともに、たくましい人になろう （逞しく）
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を、チャンスの神様は、前髪しかないという言葉にして私たち子孫に

残してくれているのではないでしょうか。

今日の入学式が終わり、明日からスタートする中学校生活は、いつ

もの年とは違うものかもしれません。しかし、そんな制限された中学

校生活でも、チャンスの神様とはいたるところで出くわすことができ

るのです。別の小学校出身の人と初めて話をするとき、部活動を選ぶ

とき、クラスで係を決めるとき、すべてがあなたに与えられたチャン

スなのです。そんなときは、迷わず行動してみてください。中学生の

大きな一歩は、自ら決定し行動することだと思います。

南中野中生が一堂に会することはもうしばらく時間がかかりそうで

すが、私たち南中野中生は今日からしっかりとつながっています。一

緒にがんばっていきましょう。

臨時休業中の家庭学習について

コロナウィルス感染症蔓延防止のため臨時休業が続いています。学校が再

開し直接顔を合わし通常の授業ができるまで、生徒は家庭で計画的な学習を

するよう指導しています。本校では、家庭学習の習慣を定着させ学力向上を

図るために自学自習の「家庭学習ノート」の取組を生徒に課しています。

本校ホームページに学年・教科別の「臨時休業中の課題」「臨時休業中の

児童生徒のためのコンテンツ」「家庭学習ノートに計画的に取り組みましょ

う」を載せてあります。ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http:// nk- minaminakano-j.a.l a9 .jp

臨 時 休業中の家庭学習については、規則正しい生活を心がけ、平常時の学

校の生活リズム（時間割 )を に合わせて、計画的に家庭学習を進めることが大

切です。１日６時間授業（１コマ 50 分 ）の時間割を組み、家庭学習ノートに

次の表のように取り組ませてください。

臨時休業中に取り組んだ家庭学習ノートは、学校再開日に提出させてください。

１時間の 家庭 学習の流れ 例

①学習内容を確かめる
ホ ー ム ペ ー ジ で 「 臨 時 休 業 中 の 課

題」 を見 る。
5 分

②課 題に取り組む
家 庭 学 習 ノ ー ト の １ ペ ー ジ 分 に 選

んだ 課題 を書く。
25 分 ～ 40 分

③調 べ・答え合わせ・

見直しをする

写したものに、まちがいがないか ど

うか 見直 しをする。

答えがある課題は答え合わせをし、

間 違 え た と こ ろ は 正 し い 答 え を 赤 で

書く。なぜ間違えたのかを教科書な ど

を使 って、しっかりと探る。それで も

わか らな いところにはふせんを貼り、

学校 再開 後に先生に教えてもらう。

10 分 ～ 25 分

④ま とめをする
学習成果と課題について、１時間 の

ふり かえ りをノートの最後に書く。
5 分


